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ははい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》

○人権といのちの尊厳を守
る、無差別平等の医療を行
います。

○地域と共に平和で健康に暮
らせる、まちづくりを行い
ます。

沖縄協同病院･病院広報委員会

那覇市古波蔵4丁目10番55号

TEL.(098)853-1200

FAX.(098)853-1212

http//oki -kyo.jp

発行責任者　仲程正哲

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄に掲載しています。

病院の活動状況活動状況 ＜5月度＞

・外来一日平均患者数：722

・入院一日平均患者数：270

・組合員利用率：53.1%

（前年同月比　－61人）

（前年同月比　＋3人）

（前年同月比　 +0.3%）

活活活活活活活活 況状状状状状状動状況活動状況況状動動状況況状況状況況況

各
科
から 総合内科84風 疹 ②

　

先
月
の
『
は
い
さ
い
』
で

風
疹
が
大
流
行
し
て
い
る

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
6
月
25
日
の
時
点
で
1

万
1
0
2
人
と
、つ
い
に
1

万
人
を
突
破
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。ち
な
み
に
、
2
0
1
1
年
が
3
7
8
人

/
年
、
流
行
年
と
言
わ
れ
た
2
0
1
2
年
で

2
3
9
2
人
/
年
で
す
か
ら
、
数
字
的
に
も
そ
の

〝
勢
い
〞
が
伝
わ
る
か
と
思
い
ま
す
。沖
縄
県
の
人

口
1
0
0
万
人
当
た
り
の
風
疹
報
告
数
は
全
国

24
位
で
あ
り
、
流
行
発
祥
地
で
あ
る
関
東
や
関
西

と
比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
低
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
普
段
な
ら
め
っ
た
に
診
る
こ
と
の
な
い

成
人
の
風
疹
を
、
5
月
あ
る
い
は
今
月
だ
け
で
も

数
件
診
た
、
と
い
う
こ
と
自
体
が
ま
さ
に
流
行
の

度
合
い
を
物
語
っ
て
お
り
、
日
々
の
外
来
診
療
で

実
際
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

風
疹
拡
大
防
止
の
唯
一
有
効
な
手
段
は
、
皆
が

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と
は
先
月

お
話
し
し
ま
し
た
。那
覇
市
が
助
成
対
象
と
し
た

「
①
19
〜
50
歳
未
満
の
妊
娠
希
望
女
性
②
妊
娠
希

望
女
性
の
夫
or
妊
婦
の
夫
」
以
外
に
も
、③
20
〜

40
歳
代
の
男
性
（
風
疹
報
告
患
者
の
中
心
）④
50

歳
以
上
の
男
女
（
③
同
様
抗
体
保
有
率
が
低
い
）

も
含
め
た
全
員
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で

初
め
て
封
じ
込
め
が
可
能
に
な
り
得
る
と
。し
か

し
、
な
ん
と
そ
の
ワ
ク
チ
ン
が
足
り
な
い
と
い
う

の
で
す
。任
意
接
種
者
が
予
想
以
上
に
増
え
た
こ

と
が
理
由
の
よ
う
で
す
が
、
今
の
ペ
ー
ス
が
続
く

と
、
夏
以
降
に
は
在
庫
切
れ
の
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
の
で
す
。厚
労
省
は
上
記
①
②
を
優
先
に
と

い
う
お
達
し
を
出
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
言
う
よ

う
に
そ
れ
だ
け
で
は
真
の
解
決
に
は
至
ら
ず
、
む

し
ろ
③
が
接
種
し
な
い
こ
と
は
致
命
的
で
す
。そ

ん
な
中
、
大
臣
の「
ま
だ
1
万
人
で
す
か
ら
」発
言

で
す
か
ら
…
。臨
床
現
場
で
起
き
て
い
る
危
機
感
、

そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
認
識
は
お
そ
ら
く
希
薄

な
の
で
し
ょ
う
。

　

先
天
性
風
疹
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん
は
今
月
新

た
に
1
件
報
告
さ
れ
6
人
と
な
り
ま
し
た
。ワ
ク

チ
ン
が
足
り
な
い
と
は
い
え
、
今
我
々
に
で
き
る

こ
と
は
、
抗
体
価
が
低
け
れ
ば
予
防
接
種
を
受
け

る
、こ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
の
で
す
。

総
合
内
科　

石
井
隆
弘

　去る５月25日（土）、

かりゆし会１年の締め

くくりとして、総会・

グットコントロール

賞・表彰式を行いまし

た。

　会員15名（内ご家

族４名）、職員７名の

22名が参加しました。今回は、病院３階講堂にてカロリー計算され

たお弁当を取り寄せて試食しました。薄味で、野菜をたっぷり使った

お弁当でなかなか好評でした。

　ミニ学習会では、照屋先生より糖尿病腎症について講義がありま

した。

　表彰の部は、会員30名中グットコントロール賞：15名、努力賞：２

名の結果でした。表彰された皆様おめでとうございます。惜しくも逃

した皆様、来年に期待しています。

　伊集会長の最後のあいさつで、98歳まで糖尿病で元気に患者会

に参加している方を知り、「糖尿病でも長生きできることに勇気づけ

られた」と述べていました。糖尿病で通院されている皆様、お一人で

悩んでいないで患者会に参加しませんか？きっと勇気づけられると

思います。
１階外来　金城清美（かりゆし会事務局）

救急車同乗実習救急車同乗実習救急車同乗実習
　日を追うごとに暑さも増し、沖縄も夏本番となってきました。

私は救急車で来院される患者様の診療のため救急室で走り回

る毎日です。そんな中、去る 6 月 14 日、15 日に西消防署に

て救急車同乗実習をする機会を頂きましたので、ご報告させ

ていただきます。６月 14 日の朝 9 時から 24 時間、西消防署

からの救急車出動に付いていきました。日頃、病院にいても

なかなか見れない救急隊員さんの活躍の現場を傍で見ること

ができる機会はとても貴重でした。またそれだけではなく、

朝の体操に参加したり、はしご車に登らせていただいたり、

夜食の調理や救急車の掃

除を手伝ったり、出動以

外の時間も共に過ごす時

間ができて本当に良かっ

たと思います。

研修医　島袋博恵

日　時：7月 27 日（土）　12：00
場　所：沖縄協同病院　3階講堂　
会　費：￥1,000
申し込み締め切り：7月 23 日（火）

かりゆし（糖尿病患者）会総会

グットコントロール賞・努力賞表彰式がありましたグットコントロール賞・努力賞表彰式がありましたグットコントロール賞・努力賞表彰式がありました

場
会

お知らせお知らせ

かりゆし（糖尿病患者）会
『夏の料理試食会』
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おきなわの

自然　

ハ
ン
ダ
マ

38

ご返事

と
よ
み
生
協
病
院

　
事
務
課
長
　
金
城
稲
子

虹の箱より虹の箱より
虹の箱とは患者さまの声を医療活動に反映させていくた

めの投書箱です。

ご意見･ご要望 　受付にいて思ったのですが、手が痛いと言ってきた老人の

患者さんが整形の受付が終わったということで断られていたので、とても見

ていてかわいそうに思いました。10分間の遅れでしたので、診察やってもらえ

たらいいのに。

　現在、整形外科は医師の体制上10時までの受付となっており、患者

様には大変ご迷惑をおかけしております。

　10時までの受付となっておりますが、予約外の場合診察までの待ち時間は2

時間から3時間ほどとなっており、患者様には長い時間お待ちするよりも他院で

早めに受診してもらったほうが良いと考え、他院を案内することもございます。

　なお、早めに医師の診療が必要と判断した場合は、救急にて対応しております。

　ご不便をおかけしていますが、ご理解のほどご協力をお願い致します。

医事課　添石良樹

　
小
さ
い
頃
か
ら
実
家
の
ア
タ
イ

グ
ヮ
ー（
家
庭
菜
園
）に
は
フ
ー
チ
バ
ー
、

ン
ス
ナ
バ
ー
、
イ
ー
チ
ョ
ー
バ
ー
、
ン

ジ
ャ
ナ
な
ど
沖
縄
独
特
の
野
菜
が
植
え

ら
れ
て
い
た
が
、珍
し
く
ハ
ン
ダ
マ
は
植

え
て
な
か
っ
た
。何
故
か
？
と
母
に
聞
い

た
ら
、「
頭
が
赤
く
て
体
が
黒
い
毛
の
生
え
た
虫
が
付
く
の
で
怖

く
て
植
え
な
か
っ
た
」と
い
う
。ハ
ン
ダ
マ
と
縁
が
な
い
理
由
は

わ
か
っ
た
が
、
ハ
ン
ダ
マ
の
こ
と
を
調
べ
る
う
ち
に
す
ば
ら
し

い
効
能
に
興
味
が
湧
い
て
き
た
。

　
ハ
ン
ダ
マ
は
沖
縄
で
は
昔
か
ら
「
血
の
薬
、
不
老
長
寿
の
薬
」

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
鉄
分
、
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
を
多
く
含
み
、
そ
の
作
用
で
視
力
回
復
、
眼
精
疲
労
、
貧

血
、老
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
、外
用
で
は
火
で
あ
ぶ
っ
て
も
ん

で
傷
口
に
つ
け
る
と
止
血
に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
効
能
が

あ
れ
ば
虫
な
ん
て
無
視
し
て
早
速
、
ハ
ン
ダ
マ
を
買
い
に
走
っ

た
。栽
培
は
簡
単
だ
。種
が
出
来
な
い
の
で
買
っ
て
き
た
も
の
を

葉
は
食
し
、
残
っ
た
茎
を
水
に
浸
し
て
と
お
く
と
根
が
で
て
く

る
の
で
そ
れ
を
ア
タ
イ
グ
ヮ
ー
に
植
え
れ
ば
い
い
。
水
を
好
む

の
で
十
分
に
与
え
る
。

　
ハ
ン
ダ
マ
は
沖
縄
の
伝
統
野
菜
だ
が
、
熊
本
や
金
沢
も
産
地

で
あ
る
。
熊
本
で
は
水
前
寺
付
近
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
「
水
前
寺
菜
」
、
金
沢
で
は
葉
の
裏
の
紫
色
が
金
時
芋
の
色

に
似
て
い
る
と
の
こ
と
で
「
金
時
草
（
キ
ン
ジ
ソ
ウ
）
」
、
そ
の
他

「
春
玉
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
沖
縄
の
ハ
ン
ダ
マ
は
「
春
玉
」
が
由
来

か
も…

。

　
葉
の
裏
の
赤
紫
色
は
、
山
間
な
ど
日
に
あ
た
る
時
間
が
限
ら

れ
、一
日
の
温
度
差
が
大
き
い
ほ
ど
鮮
や
か
に
な
る
と
い
う
。

　
さ
て
、
沖
縄
市
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
見
つ
か
っ
た
十
数
本
の
ド

ラ
ム
缶
内
容
物
の
枯
葉
剤
疑
惑
に
つ
い
て
、
10
日
以
上
過
ぎ
て

い
る
が
何
の
進
展
も
な
い
。
現
代
科
学
技
術
を
以
っ
て
す
れ
ば

内
容
物
が
何
か
一
瞬
で
わ
か

る
は
ず
だ
が…

。今
後
の
基
地

返
還
で
同
様
の
問
題
が
発
生

す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

今
後
の
た
め
に
、ハ
ン
ダ
マ
の

葉
の
色
の
よ
う
に
今
回
で

は
っ
き
り
白
黒
（
緑
紫
）
を
つ

け
る
べ
き
で
あ
る
。

　通し行進に参加させてもらい、暑さや身体的なキツさもありましたが、内地の方を含め
た 12名の通し行進者と１週間歩き、平和について考えることができました。
　ただ文章や語るだけではなく、みんなで声を出し行動することで、より訴えられるのだ
と感じました。１週間というのは大変でしたが、平和を考えることができたことや新たな
出会いや仲間との絆を深める良い機会となったことをとても嬉しく
思いました。

ICU  看護師　徳元佑希

　１週間通して行進するとい
うのは不安もありましたが、
無事に戻ってこれてほっとし
ています。この行進にはたく
さんの方々の協力のもと成り
立っているのだと実感しまし
た。また、それと同時に平和
には多くの人の力が必要だと
思いました。
6階病棟  看護師　外間祐太郎

　国民平和大行進に７日間の通し行進として参加し、私は多くの
事を学ぶことが出来たと思います。平和の尊さ、原水爆の脅威な
ど７日間歩き通すことで深く考えることも出来ましたし、実際に
基地などの前を歩く際には目で見て感じることも出来ました。体
はとても疲れましたが、多くの経験ができたので通し行進に参加
出来て大変良かったと思います。また、この７日間一緒に過ごし
た13人の通し行進者とは深い絆ができたと思いました。一生も
のの仲間ができたことに感謝です。

医事課  事務　伊徳清寛

　１週間暑いなかで大変でしたが、
普段学ぶことのできない平和につ
いて学ぶことができました。また、
平和について学ぶだけでなく、一
緒に行進をした方々との交流の場
にもなりました。このような貴重
な経験ができる機会を与えてくだ
さった周りの方々に感謝したいと
思います。

6階病棟  看護師　田場匠

　平和行進を終えて一番に驚いた事は、自分が想像していた以上
に多くの基地がある事と、その基地の大きさでした。自分の足で
実際に歩いてみて、これは初めて認識できることだと思います。
抗議しながらも普段通り飛行しているヘリを見て、これからもみ
んなで力を合わせ、継続して抗議活動を続けていかなければなら
ないという思いが強くなりました。平和行進を影で支えてくれた
皆さん本当にありがとうございました。

手術室  看護師　金城幸平

　一週間かけて、核のない基地のない平和な沖縄日
本を作ろうと各団体の人々が集まりともに歩いたこ
の平和行進や署名活動を通して平和とは何だろう、
なぜ基地がなくならないのだろう、原発を早くなく
してして欲しいという住民の皆様の悲痛な願いをじ
かに聞くことができました。私達医療人はやはり平
和な社会があってこそ安全な医療を提供できるので
あって、その為には今回の様な平和活動の大切さを
心から感じる事ができました。また行進団や多くの
人々や職場の理解や応援がありこのような企画に参
加できたことを心から感謝いたします。機会があれ
ばまた来年も参加したいと思います。

手術室  看護師　勝村創

心療内科
月 火 水 木 金 土

午
前

午
後

小松知己

小松知己

小松知己 小松知己

外間宏人

斉藤里菜

2013年６月17日～

外来体制変更のお知らせらせ
心療内科 2013年

外来

眼　　科
月 火 水 木 金 土

午
前 舘　一男 舘　一男 舘　一男舘　一男

2013年7月～

皮 膚 科
月 火 水 木 金 土

午
前

一
診

二
診

山城栄津子

2013年7月～

　
本
の
な
し
か

平和行進通し平和行進通し
行進者感想行進者感想
平和行進通し
行進者感想

※救急診療の判断は医師・看護師が行います。

画
・
内
科
医
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原
　
和 

博

医事課　添石良樹
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